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論文審査の要旨 

 

下顎無歯顎患者に対する咬合咀嚼回復については、臨床では”ALL-on-Four”

コンセプトによる歯科インプラント治療が行われてきているが、臨床が先行し、

基礎的データが十分には揃っていない。そこで申請者は、“All-on-Four”コンセ

プトに基づいたインプラント埋入モデルを作成し、インプラント周囲骨のひず

みおよび微小動揺に及ぼす影響について検討した。 

3 次元有限要素モデルを用いて、条件を変えることにより、荷重時期の相違、

カンチレバーの有無、上部構造の素材の相違によるそれぞれの応力分布を検討

し、インプラント周囲骨のひずみおよび微小動揺を評価した。インプラント埋入

後の治癒期間にカンチレバーのない上部構造を用いることは、ひずみを低減さ

せるのに有効であり、“All-on-Four”コンセプトを適用した場合の微小動揺は、

骨の治癒を阻害しない許容範囲内にあることが示された。また上部構造の材料

による違いは、インプラント周囲骨のひずみおよび微小動揺の低減には大きな

影響を及ぼさないことを示した。 

“All-on-Four”コンセプトによる微小動揺の評価については、これまでに報

告はなく、歯科インプラント治療の発展につながる有意義な研究であると評価

され、博士（医学）の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに口腔外科学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。 
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